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午
前
8
時
半
か
ら
生
和
糖
業
㈱
に
て
同

社
平
田
勝
造
社
長
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

糖
業
関
係
者
等
が
一
堂
に
会
し
、
原
料
輸

送
出
発
式
を
執
り
行
い
、
今
期
の
製
糖
操

業
が
開
始
さ
れ
た
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
今
期
の
生
産
見
込
量

は
前
期
実
質
比
約
１
万
㌧
増
の
６
万
８
，

３
０
０
㌧
。
当
初
は
７
万
５
千
㌧
（
前
期

実
績
比
30
％
増
）
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

15
〜
17
号
台
風
の
襲
来
被
害
の
た
め
下
方

修
正
し
た
。
10
㌃
当
た
り
の
単
収
は
５
・

48
㌧
（
前
期
実
質
比
０
・
９
㌧
増
）。
収
穫

面
積
は
１
，
２
６
８
㌶
（
春
植
え
１
４
１

㌶
、
夏
植
え
３
９
９
㌶
、
株
出
し
７
２
８

㌶
）。
昨
年
11
月
1
日
現
在
の
ブ
リ
ッ
ク

ス
※
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
て
４
・
15
度

低
い
13
・
31
度
。
製
糖
初
日
の
原
料
搬
入

量
は
５
８
０
・
６
３
５
㌧
。
平
均
甘
し
ゃ

糖
度
は
13
・
21
度
。
操
業
日
数
は
3
月
末

ま
で
の
82
日
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

操
業
開
始
あ
た
っ
て
同
社
松
門
弘
法
工

場
長
は
「
キ
ビ
の
刈
取
り
・
運
搬
作
業
な

ど
関
係
す
る
方
々
の
安
全
を
第
一
と
し
て

い
る
。
今
期
の
キ
ビ
は
茎
が
軽
い
も
の
が

多
く
、
面
積
に
対
す
る
茎
数
も
少
な
い
」

と
危き

ぐ惧
し
て
い
た
。

※
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
含

ま
れ
る
固
形
物
の
含
有
量
。
甘
し
ゃ
糖
度

は
固
形
物
に
含
ま
れ
る
糖
分
含
有
量
を
示

し
た
も
の
。
即
ち
ブ
リ
ッ
ク
ス
数
値
が
低

い
と
キ
ビ
は
軽
く
な
り
甘
し
ゃ
糖
度
も
上

が
ら
な
い
。

安全を祈願した生和糖業の原料輸送出発式

　

１
月
７
日
、
奄
美
群
島
で
は
本
町
の
生
和
糖
業
株
式
会
社
（
平
田
勝
造
社
長
）
と

沖
永
良
部
島
の
南
栄
糖
業
株
式
会
社
（
本
部
輝
久
社
長
）
を
皮
切
り
に
、
さ
と
う
き

び
の
２
０
１
２
〜
１
３
年
期
製
糖
の
操
業
が
始
ま
っ
た
。
今
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は

昨
年
立
て
続
け
に
襲
来
し
た
台
風
に
よ
り
、茎
や
葉
の
裂
傷
被
害
や
塩
害
が
発
生
。

収
量
が
過
去
最
少
を
記
録
し
た
前
期
に
続
く
不
作
と
な
る
見
通
し
か
ら
、
昨
年
同

様
年
明
け
の
操
業
と
な
っ
た
。

２０１２～１３年期製糖がスタート！２０１２～１３年期製糖がスタート！
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日
本
商
工
会
議
所
な
ど
が
主
催
す
る
「
第

53
回
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
」
に
お

い
て
、結
い
グ
ル
ー
プ「
喜
界
」（
体
岡
広
美
会
長
）

が
出
品
し
た
「
紬
美
人
」
が
こ
の
ほ
ど
、
全
国

観
光
土
産
品
連
盟
会
長
努
力
賞
に
選
ば
れ
た
。

同
審
査
会
は
観
光
土
産
品
の
発
掘
、
育
成
、

振
興
な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回

は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
食
品
の
部
、
応
募
総
数

７
５
８
点
の
中
か
ら
の
受
賞
で
あった
。

　
「
紬
美
人
」
は
、
喜
界
原
産
の
白
ご
ま
、
ミ
カ

ン
、ト
マ
ト
な
ど
を
原
料
に
し
た
３
種
類
の
ド
レッ

シ
ン
グ
で
、
ボ
ト
ル
は
紬
を
着
た
女
性
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　

受
賞
に
つい
て
体
岡
会
長
は
「
いつ
も
地
域
の

支
え
に
感
謝
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
島
の
役
に

立
て
れ
ば
と
、
微
力
な
が
ら
も
活
動
を
続
け
て

き
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
次
への
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
良
い
励
み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
欲
を
語
った
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
平
成
15
年
に
地
場
産
物
を
有

効
利
用
し
て
、商
品
を
販
売
す
る
目
的
で
結
成
、

こ
れ
ま
で
に
も
数
々
の
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。

　
「
第
３
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
及
び
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が

1
月
20
日
、
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

同
教
室
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
愛

称
ｔｏ
ｔｏ
）の
助
成
金
を
受
け
て
実
施
。

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
平
瀬
智
行
さ
ん

（
鹿
児
島
実
業
高
校
出
身
・
喜
界
三

世
）
と
、
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
萩
原

達
郎
さ
ん
（
鹿
児
島
実
業
高
校
出
身
）

を
講
師
に
迎
え
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
先
立
ち
、
喜
界
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
参
加
者
た
ち
は
、

同
教
室
の
開
催
を
記
念
し
て
メ
ン
ハ
ナ

公
園
内
に
緋
寒
桜
６
本
を
植
樹
し
た
。

　

平
瀬
さ
ん
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
教
室
の

中
で
、
基
本
と
な
る
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
の
練

習
方
法
や
パ
ス
、
シ
ュ
ー
ト
の
コ
ツ
な
ど

　

先
山
（
都
廣
男
区
長
）・
滝
川
（
嶺
倉
克

巳
区
長
）・
志
南
集
落
（
松
岡
博
忠
区
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営
さ

れ
る
「
宝
く
じ
助
成
金
事
業
」
を
利
用
し
、

机
や
椅
子
な
ど
の
備
品
を
購
入
し
た
。今
後
、

こ
の
備
品
は
各
集
落
の
運
営
、
行
事
の
開
催

な
ど
に
使
わ
れ
る
。

先
山
（
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
・
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス

テ
ム
・
エ
ア
コ
ン
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
テ
レ
ビ
台
な
ど
総
額
１
６
０
万
円
）

滝
川
（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
机
・

椅
子
・
三
味
線
・
六
調
太
鼓
・
草
刈
り
機
・

回
転
黒
板
な
ど
総
額
１
８
０
万
円
）

志
南
（
グ
ラ
ン
ド
水
銀
灯
・
提
灯
コ
ー
ド
・

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
太
鼓
・
掲
示
板
・
液

晶
テ
レ
ビ
な
ど
総
額
１
９
０
万
円
）

３集落で購入した備品

今回受賞した「紬美人」

緋寒桜を植樹する平瀬さんと参加者たち

を
熱
心
に
指
導
。
平
瀬
さ
ん
は
「
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
基
本
を
毎
日
練
習
し
て
欲
し
い
。

基
本
は
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
い
が
、
上
手

に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
必

要
」
と
基
本
の
大
切
さ
な
ど
を
教
え
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
参
加
し
た
吉
沢
葉
月
さ
ん

（
喜
界
小
4
年
）
は
「
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
来
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な

練
習
を
教
え
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
テ
ク

ニッ
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
ま

た
来
て
ほ
し
い
」
と
満
面
の
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
終
了
後
に
は
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
が
催
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
大
好
き
な

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

【
主
催
】
喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
深
水
清

志
会
長
）【
主
管
】喜
界
町
サ
ッ
カ
ー
協
会（
乾

和
夫
会
長
）【
協
賛
】
き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
梶
原
貴
史
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）子どもたちにシュートの手本を見せる平瀬さん

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

　
　

平
瀬
智
行
さ
ん
一
行
が
来
島

喜
界
産
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
努
力
賞
！

　
　
　
　

〜
結
い
グ
ル
ー
プ
喜
界
〜

集
落
で
有
効
利
用

　

〜
宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
購
入
〜
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男
女
と
も
２
年
連
続
入
賞
！

　

〜
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝
大
会
〜

初
セ
リ
市
で
高
値
取
引

　
　
　
　
　
　
　

〜
子
牛
セ
リ
市
〜

安
心
安
全
な
食
品
を
Ｐ
Ｒ

〜
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
イ
ド
喜
界
島
〜

日
本
古
来
の
武
道
に
触
れ
る

　
　
　
　
　
　

〜
な
ぎ
な
た
教
室
〜

　

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
（
佐
藤
浩
市
会
長
）

は
12
月
15
日
、
喜
界
高
校
武
道
館
に
お
い
て

な
ぎ
な
た
教
室
を
開
催
し
た
。

　

指
導
し
た
同
連
盟
の
黒
川
久
子
範
士
に
よ

る
と
、
な
ぎ
な
た
は
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終

わ
る
日
本
古
来
の
伝
統
文
化
。
服
装
か
ら
姿

勢
、
発
声
、
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
な
立

ち
居
振
る
舞
い
を
学
ぶ
。
競
技
内
容
は
、
防

具
を
身
に
つ
け
打
突
し
て
勝
負
を
競
う
「
試

合
」
と
、
防
具
を
つ
け
ず
指
定
さ
れ
た
形
を

対
人
で
行
い
技
を
競
う
「
演
技
」
が
あ
る
と

い
う
。

　

初
め
て
な
ぎ
な
た
を
体
験
し
た
西
俣
暢
さ

ん
（
喜
界
中
１
年
）
は
「
腰
に
手
を
あ
て
る

構
え
が
難
し
か
っ
た
が
、
な
ぎ
な
た
は
楽
し

い
。
３
学
期
か
ら
始
ま
る
武
道
の
授
業
に
役

立
て
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド

喜
界
島
（
若
松
洋
介
理
事
長
）
は
12
月
９
日
、

朝
日
酒
造
貯
蔵
庫
広
場
に
お
い
て
、
発
足
記

念
イ
ベ
ン
ト「
お
ー
が
に
っ
く
マ
ル
シ
ェ（
市

場
）」を
開
催
し
た
。
広
場
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
に
取
り
組
ん
で
い
る
各
団
体
の
商
品
が
陳

列
さ
れ
、
多
く
の
町
民
で
賑
わ
っ
た
。

　

同
貯
蔵
庫
内
に
て
東
郷
晶
子
さ
ん
（
赤
連

出
身
）
の
「
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
行
わ
れ
、

蔵
内
に
響
き
渡
る
晶
子
さ
ん
の
澄
み
渡
る
歌

声
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬

に
頼
ら
ず
に
堆
肥
や
生
物
な
ど
を
利
用
し
て

栽
培
す
る
と
い
う
、
健
康
で
安
全
な
農
作
物

の
栽
培
方
法
を
い
う
。

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
（
下
山
一
成
代
表

理
事
理
事
長
）
が
主
催
す
る
子
牛
の
初
セ
リ

市
が
１
月
14
〜
20
日
の
期
間
、
与
論
市
場
を

皮
切
り
に
大
島
群
島
内
の
各
会
場
で
開
催
さ

れ
た
。

　

全
て
の
市
場
で
前
回
の
平
均
価
格
を
上

回
り
、
喜
界
家
畜
市
場
で
も
平
均
価
格

40
万
１
，
７
９
７
円
（
前
回
比
約
２
万
８
千

円
増
）
と
高
値
で
取
引
さ
れ
、
好
調
な
出
足

で
初
セ
リ
市
を
終
え
た
。
町
畜
産
担
当
者
は

「
年
末
の
県
内
肥
育
農
家
の
購
買
が
進
ま
な

か
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
購
買
意
欲
に
つ
な

が
っ
た
」
と
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。
県

内
各
会
場
で
行
わ
れ
た
市
場
で
も
平
均
価
格

は
軒
並
み
上
昇
、
４
年
８
ヶ
月
ぶ
り
の
高
値

と
な
っ
た
。

　

第
53
回
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅

伝
競
走
大
会
（
奄
美
大
島
市
町
村
体
育

協
会
主
催
）
が
こ
の
ほ
ど
、
知
名
町
役

場
を
発
着
点
に
男
女
５
区
間
（
男
子
31
・

９
㌔
・
女
子
15
・
８
㌔
）
の
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
今
大
会
に
は
各
市
町
村
の
精

鋭
男
女
25
チ
ー
ム
が
参
加
。
地
元
の
威

信
を
懸
け
、
健
脚
を
競
っ
た
。

　

本
町
か
ら
も
中
学
・
高
校
・一般
か
ら
選

抜
さ
れ
た
10
人
が
参
加
。
５
人
の
選
手
が

区
間
上
位
の
力
走
で
、
男
女
と
も
２
年
連

続
総
合
3
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
本
町

選
手
団
の
区
間
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

【
区
間
入
賞
者
】
男
子
▽
1
区
（
６
・
７

㌔
高
校
生
）
３
位
岩
川
武
蔵
23
分
18
秒

▽
２
区
（
中
学
生
４
・
１
㌔
） 

２
位
萩

原
望
夢
13
分
17
秒

女
子
▽
１
区
（
３
㌔
中
学
生
）
２
位
嶺
弥

里
11
分
47
秒
▽
２
区（
３
・
７
㌔
高
校
生
）

３
位
築
彩
香
15
分
12
秒
▽
４
区
（
３・１

㌔
フ
リ
ー
）
３
位
平
英
里
香
11
分
54
秒

表彰後にみんなで記念撮影

高値で終えた喜界家畜市場内の初セリの様子

黒川範士に指導を受ける参加者

地元の特産品を扱う業者が出店
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町
民
の
安
全
を
守
る

　
　
　
　

〜
消
防
出
初
め
式
〜

己
の
限
界
に
挑
戦

〜
第
１
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
〜

城
好
き
青
年
喜
界
を
歩
く

　
　
　
　

〜
日
本
一
周
城
巡
り
の
旅
〜

島
で
穫
れ
た
食
材
を
使
っ
て

　
　
　
　

も
っ
と
お
い
し
い
も
の
を
の
を
の
を

　

生
和
糖
業
付
近
の
県
道
沿
い
で
１
月
10

日
、「
日
本
一
周
城
巡
り
の
旅
」
と
い
う
旗

を
掲
げ
、
カ
ー
ト
に
荷
物
を
載
せ
て
押
し
歩

く
青
年
に
遭
遇
し
た
。
話
を
伺
う
と
、
そ
の

青
年
（
山
辺
剣
さ
ん
・
神
戸
市
出
身
・
37
才
）

は
、
城
巡
り
を
目
的
に
昨
年
5
月
、
大
阪
城

を
出
発
し
て
南
下
。
鹿
児
島
市
か
ら
沖
縄
に

向
か
う
途
中
に
喜
界
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

あ
ま
り
の
荷
物
の
多
さ
に
中
身
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が
自
慢
の

甲か
っ
ち
ゅ
う
冑
。
織
田
信
長
な
ど
の
甲
冑
を
参
考
に
し

て
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
ボ
ー
ル
紙
に
吹
き
付
け

て
製
作
し
、期
間
は
1
年
を
要
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
山
辺
さ
ん
は
「
歩
い
て
い
る
と
黒

糖
の
差
し
入
れ
や
、
優
し
い
言
葉
を
掛
け
て

く
れ
た
。
喜
界
島
の
人
は
ほ
ん
と
う
に
優
し

い
人
が
多
い
」
と
話
し
、
島し
ま
っ
ち
ゅ人の
人
柄
に
感

服
し
て
い
た
。
山
辺
さ
ん
は
２
年
後
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
。

　

喜
界
中
学
校
（
作
井
望
校
長
）
が
主
催
し

た
「
第
１
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
こ
の

ほ
ど
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
を
発
着
点
に

開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
に
は
、
男
女
合
計

２
３
０
人
の
生
徒
が
参
加
。
全
員
が
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
周
辺
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
（
男
子

約
３
㌔
・
女
子
約
２
㌔
）
を
完
走
し
た
。

　

同
校
体
育
主
任
の
久
木
山
雅
哉
先
生
は
同

大
会
に
つ
い
て
「
大
会
を
通
じ
て
、
体
力
の

向
上
と
強
い
精
神
力
を
養
う
こ
と
が
目
的
。

多
く
の
生
徒
に
、
走
る
楽
し
さ
や
完
走
す
る

達
成
感
を
感
じ
て
欲
し
い
」
な
ど
と
期
待
を

込
め
て
語
っ
た
。

　

ま
た
、
喜
界
・
早
町
小
学
校
で
も
各
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
に
「
第
１
回
ラ

ン
ニ
ン
グ
大
会
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

平
成
25
年
喜
界
町
消
防
出
初
め
式

（
喜
界
町
主
催
）
が
１
月
６
日
、
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
同

出
初
め
式
に
は
大
島
地
区
消
防
組
合

喜
界
消
防
分
署
（
岩
切
進
一
郎
分
署

長
）
と
喜
界
町
消
防
団
（
勇
一
敏
団
長
）

や
各
関
係
機
関
が
出
席
。
防
災
意
識
向

上
と
消
防
団
の
士
気
高
揚
を
図
っ
た
。

　

出
初
め
式
は
団
員
の
一
糸
乱
れ
ぬ

行
進
か
ら
始
ま
り
、
永
年
勤
続
の
表

彰
や
本
町
消
防
独
特
の
青
・
赤
・
緑
・

黄
・
ピ
ン
ク
５
色
の
カ
ラ
ー
放
水
訓
練

な
ど
が
あ
っ
た
。
岩
切
分
署
長
は
「
今

年
１
年
の
災
害
や
火
災
か
ら
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
精

神
や
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
た
い
」

と
述
べ
た
。

色彩溢れる消火訓練「カラー放水」

焼き肉のタレを作る生徒達（左）と商品（右）
（提供喜界高校）

スタート直後、我勝ちに飛び出す生徒たち

自慢の甲冑（左）と遭遇した時の様子（右）

　

喜
界
高
校
（
藤
﨑
健
一
郎
校
長
）
の
生

徒
と
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
が
共
同
開
発

し
た
「
喜
界
高
校
生
が
つ
く
っ
た
！
焼
き

肉
の
タ
レ
」
が
12
月
21
日
、
Ａ
コ
ー
プ
な

ど
町
内
数
店
舗
で
販
売
が
開
始
さ
れ
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
商
業
科
の
授
業
で
取
り

組
ん
で
い
る
「
地
域
の
特
産
品
を
活
用
し

た
商
品
作
り
」
の
一
環
で
、
生
徒
6
人
が

携
わ
る
。

    

商
品
開
発
に
係
わ
っ
た
中
島
興
志
朗
く

ん
（
喜
高
３
年
）
は
「
喜
界
島
で
収
穫
さ
れ

た
食
材
を
美
味
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
島
で
穫
れ
た
食
材
で
こ
こ
ま
で
美
味

し
い
も
の
が
で
き
る
こ
と
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
秘
蔵
っ
子
と
も

い
え
る
「
焼
き
肉
の
タ
レ
」
の
出
来
栄
え

に
自
信
を
覗
か
せ
た
。
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Kikaij ima information

　ＪＡあまみ喜界事業本部（源久幸一専務理事）
は１月 15 日、交通安全対策助成金を町に贈呈し
た。同助成金は伊砂～伊実久線の安全灯（街灯）
とロードミラー設置費用に使われる。

　喜界高校（藤﨑健一郎校長）は 12 月 14 日、「第
4回島内一周強歩大会」を開催した。同大会の開
催は３年ぶり。生徒２０８人（男子１０９人、女
子９９人）は各々のペースでゴールを目指した。

　「認知症講演会」（町保健福祉課主催）が12月14日、
中央公民館旧館ホールで開催された。医療法人圭泉会
稲医院稲源一郎医院長などを講師に迎え、１２０人の町
民が参加し、認知症の人との向き合い方などを学んだ。

　昨年５月から実施されていた「喜界町農業後継者育成
事業」（事業主体町産業振興課）が半年間の全日程を
終了した。この事業に参加し、農業技術を習得した叶俊
仁さん（浦原）と竹村大さん（湾）には修了証書が渡さ
れた。今後二人は就農し、農家としての一歩を踏み出す。

　早町小学校（田畠悦子校長）はこのほど、のぞ
み幼稚園と第二ひまわり保育園の園児を招き、「早
町っこフェスティバル」を開催した。児童たちは
一緒にこま回しや魚釣りゲームなどを楽しんだ。

　町は12月26日、㈱トヨタ車体研究所（霧島市）の
モニタリング調査の一環で、環境にやさしい超小型電
気自動車を試験導入した。試験期間は3月末までの3ヶ
月間。1回の充電（約８時間）で、約 50㎞走行が可能。
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上
野 

善
道
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
国
語
研
究
所
客
員
教
授
）

　

喜
界
島
の
話
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
45
年
以
上
も
前
、
服
部
四
郎
先

生
（
本
リ
レ
ー
⑫
に
既
出
）
の
授
業
だ
っ
た
。
岩
倉
市
郎
氏
の
阿
伝
の
発

音
の
他
に
、昭
和
33
年
に
ま
だ
徒
歩
で
調
査
を
し
た
小
野
津
の
「
目
、雨
」

な
ど
の
ム
ィ
を
万
葉
時
代
の
発
音
と
関
連
さ
せ
た
も
の
で
、興
味
深
かっ
た
。

　

島
に
渡
る
小
型
船
が
転
覆
す
る
か
と
思
う
ほ
ど
揺
れ
た
こ
と
や
、
平
坦

で
交
通
の
難
所
は
な
い
の
に
集
落
ご
と
に
方
言
が
違
い
、
同
じ
小
学
校
に

通
って
い
て
も
家
に
帰
って
友
達
の
集
落
の
言
葉
を
口
に
す
る
と
「
お
前
は

ど
こ
の
シ
マ
の
者
か
」
と
親
に
叱
ら
れ
る
と
いっ
た
話
も
関
心
を
引
い
た
。
い

ず
れ
も
、
方
言
の
独
自
の
発
達
と
維
持
に
関
わって
い
た
事
柄
に
違
い
な
い
。

　

10
年
あ
ま
り
し
て
私
も
島
を
訪
れ
、全
集
落
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
聞
い
て
回
っ

た
。
ど
こ
も
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
見
事
な
仕
組
み
を
持
って
い
て
、
そ
の

美
し
さ
に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
そ
の
中
で
佐
手
久
方
言
の
例
か
ら
「
幼

児
語
に
古
語
が
残
る
」
仕
組
み
を
考
え
て
み
た
（
⑬
や
②
⑯
⑱
も
参
照
）。

　
　

意
味　
　
一般
語　
　

幼
児
語

　
　

豚　
　
　
ブ
タ　
　
　
ウ
ワ
ー

　
　

猫　
　
　
マ
ヤ
ー　
　
グ
ル
ー

　
　

卵　
　
　

タマ
グ　
　
フ
ガ
ー　

　

ウ
ワ
ー
な
ど
は
元
は一般
の
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
ブ
タ
に
変
わ
り
、

ウ
ワ
ー
は
年
寄
り
だ
け
の
言
葉
に
な
っ
た
。
そ
の
子
に
孫
が
生
ま
れ
る
と
、

年
寄
り
は
孫
に
自
分
の
普
段
の
言
葉
で
ウ
ワ
ー
と
話
し
掛
け
た
の
に
、
そ

れ
と
知
ら
な
い
親
は
幼
児
に
話
し
掛
け
る
特
別
な
言
葉
だ
と
理
解
し
た

こ
と
か
ら
こ
れ
ら
が
幼
児
語
専
用
に
な
っ
た
と
み
る
。

　

こ
の
リ
レ
ー
も
最
終
回
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
先
月
号
に
「
沖
縄
国
際
大
学　

下
地
賀
代
子
・
盛
思
超
」
と
な
って
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は　
「
下
地
賀
代
子
」
さ
ん
は
「
沖
縄
国
際
大
学
」

で
「
盛
思
超
」
さ
ん
は
「
国
立
国
語
研
究
所
時
空
間
変
異
研
究
系

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

びだす絵本もらったよー！！

　のぞみ幼稚園（美沢久子園長）は 12 月 13 日、
花岡俊夫さん（志戸桶）を招き、クリスマス会を
開催。花岡さんは自宅前を通る園児たちのために
飛び出す絵本を贈り、楽しいひとときを過ごした。

　少林寺拳法鹿児島喜界島道院（界田満仁道院長）
は１月６日、スギラビーチにおいて毎年恒例の寒稽古
を行った。拳士達は勇ましい突きや蹴りで寒さを吹き
飛ばし、一年間の稽古の無事や安全を祈願した。

　「第１回嘉手浦地区大運動会」が 12 月 9 日、昨
年廃校した旧第二中学校の校庭で開催された。校
区民はかけっこや綱引きなど 16 種目の競技で親
睦を深めた。　　　　　　（写真提供　梶原貴史）

　「農商工等連携と６次産業化講座」（町産業振興
課主催）がこのほど、役場集会室兼多目的室におい
て開催され、霧島ロイヤルポーク平邦範社長（伊実
久出身）などが講演した。６次産業化とは農林水産
業が生産だけでなく、製造、販売まで行うこと。

林水産業の多角経営を学ぶ
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や
る
気
塾
で
英
語
や
算
数
を
楽
し
も
う
！

算
数
を
分
か
り
や
す
く
教
え
る
た
め
に

喜
界
中
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
文
科
大
臣
賞
！

　

子
ど
も
達
に
算
数
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授
の

島　

立
久
（
し
ま　

た
つ
ひ
さ
）
先
生
に
算
数

教
室
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

か
け
算
九
九
の
答
え
の
一
覧
表
を
提
示
し
、
そ

の
表
か
ら
、
隠
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
秘
密

を
発
見
し
た
り
、
指
を
使
っ
て
か
け
算
九
九
の

答
え
を
発
見
し
た
り
、
タ
ン
グ
ラ
ム
（
正
方
形

の
板
を
７
枚
の
小
片
に
分
割
し
、
そ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
て
指
定
し
た
形
を
つ
く
る
）
を
使
っ

て
、
正
方
形
や
直
角
三
角
形
、
長
方
形
な
ど
の

か
た
ち
を
作
っ
た
り
す
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
多
面
的
に
物
事
を
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
既
習
事
項
を
う
ま
く
活
用
し

な
が
ら
新
た
な
法
則
を
発
見
し
た
り
生
み
出
し

た
り
す
る
活
動
の
楽
し
さ
を
体
感
し
な
が
ら
、

算
数
教
室
で
の
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
後
期
の
「
や
る
気
塾
」
で
は
、
中
学
校

の
英
語
教
師
や
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

に
よ
る
英
会

話
教
室
を
３

回
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、

12
月
と
１
月

の
２
回
実
施

し
ま
し
た
。

12
月
の
英
会

　

喜
界
中
学

校
は
、
進
路

を
選
択
す
る

能
力
・
態
度

を
育
成
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
の
充
実

に
つ
い
て
功

績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
24

年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
喜

界
中
学
校
で
取
り
組
ん
だ「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」は
、

職
場
体
験
学
習
、
職
業
人
と
し
て
活
躍
す
る
先

輩
を
講
師
と
し
て
招
聘
す
る
「
に
ー
ね
ー
先
生

に
学
ぶ
」、
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る

進
路
講
演
会
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
き
か

い
学
」
の
成
果
発
表
な
ど
で
、
６
年
間
を
見
通

し
た
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
地

域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
受
賞
で
き
た
賞
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

話
教
室
は
、
喜
界
中
学
校
の
池
水 

昭
治
教
諭
と

中
学
校
３
年
生
の
女
子
生
徒
（
安
里 

梨
奈
、
伊

東
舞
衣
、
叶 

未
来
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
と

し
て
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
１
月
の
英
会
話

教
室
で
は
、
喜
界
中
学
校
の
𦚰 

加
奈
子
教
諭
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
と
し
て
指
導
し
て
く
れ
ま

し
た
。
初
め
に
英
語
を
楽
し
く
学
べ
る
雰
囲
気

を
作
る
た
め
に
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
え
た
所

で
、
英
語
や
英
単
語
の
発
音
に
つ
い
て
練
習
し

ま
し
た
。
日
本
語
と
違
う
発
音
の
仕
方
を
絵
や

例
え
を
う
ま
く
活
用
し
て
説
明
し
ま
し
た
。
日

頃
慣
れ
な
い
発
音
の
仕
方
に
苦
労
し
て
い
ま
し

た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
の
楽
し
い
指
導
に
、

上
達
も
早
い
よ
う
で
し
た
。
次
に
、
英
語
で
の

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
名
を
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
し
て
、

楽
し
く
正
し
い
発
音
を
習
得
す
る
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
多
く
の
子
ど
も
達
と
英

会
話
で
交
流
す
る
活
動
も
あ
り
、
ど
の
子
も
英

語
に
よ
る
表
現
力
を
高
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

１
月
12
日
（
土
）、
喜
界
町
の
教
職
員
で
作
る

学
習
サ
ー
ク
ル
「
喜
学
会
」
を
中
心
に
、
鹿
児
島

純
心
女
子
大
学
教
授
の
島 

立
久
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
喜
界
町
の
小
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に

し
た
算
数
科
の
授
業
づ
く
り
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
算
数
の
学
習
を
行
う
上
で
、
大
切

に
し
て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、
指
導
す
る
学
習

内
容
の
系
統

的
な
つ
な
が

り
を
意
識
し

て
授
業
を
進

め
る
こ
と
、

学
習
を
進
め

る
上
で
様
々

な
気
付
き
を

大
事
に
し
て

中
学
校
の
英
語
は
、
外
国
の
文
化
を
紹
介
す
る

の
も
学
習
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
ア

メ
リ
カ
の
生
活
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
て
紹
介
す
る
学
習
も
行
い
ま
し
た
。
ど

の
子
ど
も
達
も
、
中
学
校
の
英
語
の
魅
力
を
今

回
の
英
会
話
教
室
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
よ
う

で
、
子
ど
も
の
感
想
は
、
今
回
の
英
会
話
教
室

へ
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
や
早
く
中
学

校
や
小
学
校
の
英
語
の
学
習
で
生
か
し
た
い
と

い
う
声
ば
か
り
で
し
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
い

う
小
学
校
と
中
学
校
の
環
境
の
大
き
な
変
化
か

ら
く
る
子
ど
も
た
ち
の
戸
惑
い
の
解
消
に
も
一

役
買
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
と
感
じ
る
こ
と
で

し
た
。
中
学
校
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

「やる気塾」英会話教室の様子

ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
、５
月
の
段
階
の
子
ど
も
た
ち
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
達
が
自
ら
進
ん
で
ノ
ー

ト
に
根
拠
を
き
ち
ん
と
か
け
る
よ
う
に
育
て
て

い
く
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
算
数
の
問
題
と
向
き

合
っ
た
時
に
、
自
主
的
に
考
え
を
深
め
て
い
け

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
し
な
が
ら
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「教職員講演会」の様子

「にーねー先生に学ぶ」の様子

「やる気塾」算数教室の様子
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「
体
操
教
室
」
の
お
知
ら
せ

　

お
腹
ま
わ
り
が
気
に
な
って
い
る
、

健
康
の
た
め
運
動
を
始
め
た
い
、
ス

ト
レ
が
溜
ま
っ
て
い
る
、
膝
痛
や
腰

痛
が
気
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
み
な

さ
ん
、
体
操
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
が
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
な
ど
を
楽
し

く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

毎
月
、
夜
の
部
と
昼
の
部
と
１

回
ず
つ
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

都
合
の
よ
い
時
間
帯
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
日
程
等
は
、
最
終
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

『
高
血
圧
予
防
教
室
』
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　　

12
月
号
の
広
報
紙
で
ご
案
内
を

し
ま
し
た
「
高
血
圧
予
防
教
室
」

を
１
月
12
日
（
土
）
に
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
24
名
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
食
生
活
改
善
推
進

員
に
よ
る
高
血
圧
予
防
の
講
話
や

調
理
実
習
の
ほ
か
、
健
康
運
動
指

導
士
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
の

実
技
指
導
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
体
操

が
良
か
っ
た
」「
講
話
や
料
理
を
参

考
に
し
た
い
」
な
ど
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
改
善
に
向
け
た
教
室
を
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
案
内
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
下

さ
い
。

臨
時
集
団
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

幼
稚
園
年
長
組
相
当
の
年
齢
の

お
子
さ
ん
、
小
学
6
年
生
・
中
学

1
年
生
・
高
校
3
年
生
の
み
な
さ

ん
、

の
予
防
接
種
は
お
す
み
で
し
ょ

う
か
？

が
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

感
染
す
る
と
重
症
化
し
た
り
、

重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
予
防
が
大
切
で
す
。

麻
し
ん
な
ど
は
、
進
学
時
に
接
種

が
条
件
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
高
額
な
自
己
負

担
も
で
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
臨
時
集
団
予
防
接
種
】

平
成
25
年
2
月
26
日
（
火
）

受
付
時
間
：
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

場
所
：
旧
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

対
象
：
Ｍ
Ｒ
、
二
種
混
合
、
三
種

混
合
と
日
本
脳
炎
の
追
加
接
種

※
要
予
約
（
℡
65
―
３
５
２
２
）。

※
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
も
あ

り
ま
す
。

　

喜
界
町
で
は

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
の
健
診

も
子
ど
も
の
成
長
の
節
目
に
当
た

る
大
切
な
時
期
に
行
って
い
ま
す
。

大
切
な
お
子
さ
ん
の
成
長
を
共
に

喜
び
、
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
事

を
確
認
し
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
と一

緒
に
「
こ
の
子
」
に
あ
っ
た
子
育
て

を
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
齢
に
あ
っ
た
ち
ょっ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
持
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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事
業
主
の
皆
様
へ

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
希
望

者
全
員
の
雇
用
確
保
を
図
る
た
め

の
高
齢
者
雇
用
安
定
法（
改
正
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
４

月
1
日
か
ら
事
業
主
は
、
継
続
雇

用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き
る

仕
組
み
の
廃
止
に
伴
い
①
65
歳
以

上
ま
で
の
定
年
の
引
き
上
げ
②
希

望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
65
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
制
度
③
定
年
の
定

め
の
廃
止
の
い
ず
れ
か
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

◎
問
合
せ
先
＝
名
瀬
公
共
職
業
安

定
所
（
紹
介
部
門
）

℡
０
９
９
７
―
５
２
―
４
６
１
１

贈
与
税
の
申
告
は
Ｅ
ー
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

　

国
税
庁
で
は
、
平
成
24
年
分
か
ら

贈
与
税
の
申
告
に
電
子
申
告
（
Ｅ
ー

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
税
務
署
ま
で

◎
問
合
せ
先
＝
大
島
税
務
署
個
人

課
税
部
門

℡
０
９
９
７
―
５
２
―
４
３
２
１

奄
美
群
島
振
興
開
発
総
合
調
査

報
告
書
原
案
（
要
旨
）
に
係
る

意
見
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
今
後
の
奄
美
群
島
の
振

興
開
発
の
方
向
・
方
策
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
奄
美
群
島
振
興
開
発

総
合
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
調
査
報
告
原
案

（
要
旨
）
を
作
成
し
、
内
容
に
関
し

て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
報
告
書
原
案
に
つい
て
は
２
月

１
日
以
降
に
市
町
村
担
当
課
で
閲

覧
し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
県
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
「
鹿
児
島
県
離
島
振

興
課
」
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
平
成
25
年
２
月
1
日

（
金
）か
ら
22
日
（
金
）
ま
で（
必
着
）

【
問
合
せ
先
】
鹿
児
島
県
企
画

部
離
島
振
興
課　

〒
８
９
０
―

８
５
７
７
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10

番
１
号　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―

２
４
５
０
、２
４
４
３
（
直
通
）

℻
０
９
９
―
２
８
６
―
５
５
３
１  

 

国
土
交
通
省
・
鹿
児
島
運
輸
局

か 

ら
の
お
願
い

次
の
行
為
は
法
律
に
違
反
す
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

①
自
家
用
車
で
人
を
運
び
金
品
を

受
け
取
る
こ
と
②
軽
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
が
荷
物
と一緒
に
人
を
運
ぶ
こ
と

③
運
転
代
行
業
者
が
代
行
車
（
随

伴
者
）
に
人
を
乗
せ
て
運
ぶ
こ
と

自
家
用
自
動
車
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
「
白
色
」
ま
た
は
「
黄
色
」）

暮らしの情報 インフォメーション

あ
る
い
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
車
両

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
「
緑
色
」
ま

た
は
「
黒
色
」）
で
人
（
旅
客
）
を
運

送
し
、
金
品
を
受
け
取
る
行
為
は
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
は
前
述
の
車
両
を
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運

輸
支
局

℡
０
９
９
―
２
６
１
―
９
１
９
２

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
か
ら
の
「
司 

法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
」
開
催

の 

お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
無
料
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、
当
日
相
談
会
場
へ
直
接
お
越

し
下
さ
い
。

【
相
談
内
容
】
相
続
な
ど
土
地
建
物
の

権
利
問
題
、
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
徳

商
法
被
害
、
成
年
後
見
そ
の
他
法
律

問
題
に
関
す
る
相
談

【
日
時
】
平
成
25
年
２
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
5
時

　
　
　

平
成
25
年
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

【
相
談
会
場
】
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
中
・
小
研
修
室

【
問
合
先
】
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

℡
０
９
９
―
２
５
６
―
０
３
３
５
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ホントに知ってる？シマのこと
　地域に眠る自然や文化、伝統、様々な知識や得意技を持つ人材。「あまみシマ博覧会」では知ってるようで意外と知らない地域の宝を活かした

体験プログラムを通じて博覧会形式のイベントとして開催しています。

　喜界島では「貝殻細工作り」「シマあるき」「草木染め体験」「焼酎製造体験」「製糖体験」「夜光貝細工」「農業体験ツアー」「野草教室」「ふすぅ

収穫 &デザート作り」「島唄＋焼酎＋島料理」「島唄・三味線教室」など19のプログラムを準備しております。この機会に喜界島の魅力に触れて

みませんか？

【期間】平成 25 年 2月 1日（金）～ 28 日（木）

【お問い合わせ・予約】　ぐーんと奄美　（社）奄美群島観光物産協会（電話：0997-58-4888）

　　　　　　　　　　　喜界島観光物産協会（電話：0997-65-1202）

【あまみシマ博覧会公式 HP】http://amamishimahaku.com/

 喜界
島・奄

美大島
・

徳之島
・沖永

良部島
・

ヨロン
島で同

時開催
！

喜界島プログラム一覧

1.    貝殻で自分だけのオリジナル作品をつくろう！

2.    シマあるき（小野津）

3.    喜界島の草木で染色

4.    学ぶ楽しむ野草散策とハーブティータイムのお誘い

5.    学ぶ味わう夜光貝体験

6.    学ぶ楽しむ夜光貝アクセサリ体験

7.    シマあるき（塩道・早町・白水）

8.    黒糖焼酎工場見学 &ボトル作り

9.    黒糖焼酎の酒蔵ツアー

10.  黒糖作り体験

11.  シマあるき（中里）

12.  シマあるき（湾）

13.  シマ一夜

14.  喜界島農業体験バスツアー

15.  奄美芸能島唄三味線教室

16.  ふすぅみかん収穫 &デザートづくり

17.  シマあるき（阿伝）

18.  シマあるき（荒木）

19.  野草を楽しむ in 喜界

り

募集種目 応　募　資　格 将　　来　の　展　望

幹
部
候
補
生

一般・
技術

20 歳以上 26 歳未満の者（22 歳未満の者は大卒（見込
み含む））大学院（専門職大学院を除く）修士学位取得
者（海上自衛隊技術幹部候補生志願者は、理工学修士
学位取得者に限る）は 28 歳未満

一般大学等出身の幹部自衛官候補者。採用ととも
に陸・海・空曹長に任命され、幹部候補生として
約１年間の教育を受けた後、３等陸・海・空尉（大
学院※修士学位取得者は２尉）昇任し幹部自衛官
になります。

歯科・
薬剤

「歯科」20歳以上 30歳未満かつ専門の大卒（見込）者
「薬剤」20歳以上 28歳未満かつ専門の大卒（見込）者※
※学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課
程（６年制の課程に限る）を修めて卒業した者（平成
25 年３月卒業見込みの者を含む。）及び薬剤師国家資
格に関する経過措置により、薬剤師国家試験の受験資
格がある者のうち、学校教育法に基づく大学院におい
て、正規の薬学の課程を２年以上修め薬学修士の学位
を受けた者に限ります。それ以外は２６歳未満となり
ます。

自衛隊の衛生分野において、医療衛生業務に従事
する幹部自衛官となります。
免許取得後
歯科は２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１年で２等陸・海・空尉
（旧４年制課程の卒業者は３等陸・海・空尉）

予
備
自
衛
官
補

技能
公募

18 歳以上で各種国家免許資格等を有する者
（年齢は技術区分ごと上限を設定）
（詳しくはご連絡下さい）

２年以内に 10 日の教育訓練を受け、修了した者は
修了の翌日に陸上予備自衛官として任用されます。

一般
公募 18 歳以上 34 歳未満の者 ３年以内に 50 日の教育訓練を受け、修了した者は

修了の翌日に陸上予備自衛官として任用されます。

自衛官等（幹部候補生、予備自衛官補、貸費学生）募集中
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　平成 24 年分の所得税及び町県民税の申告の受付は、
平成 25 年３月 15 日までです。
　また、２月 28 日（午後）と３月１日（午前）には役
場研修室にて大島税務署の申告相談が予定されています
のでご利用ください。お問い合わせは税務課まで

　重度心身障害者医療費助成事業とは、身体障害者手帳
（1 級・2 級）、療育手帳（A）、身体障害者手帳（3 級）
と療育手帳（B1）の両方、いずれかをお持ちの方の医
療費の自己負担分を助成する制度です。該当する等級の
障害者手帳をお持ちで助成を受けられていない方は下記
までご連絡ください。また、障害者手帳を交付されるこ
とにより受けられるサービスもありますので、不明な点
がございましたら併せてご連絡ください。
【お問い合わせ】保健福祉課福祉係℡ 65-1111（内線 37）

　家畜伝染病の「口蹄疫」や「高病原性鳥インフルエンザ」
の発生を受け、愛玩目的を含めて家畜を１頭（羽）でも
飼育している方は、その飼養状況などを毎年１回県へ報
告することが家畜伝染病予防法で義務化されています。
【対象者】牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、
鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七
面鳥を飼養する方
【報告内容】家畜所有者の氏名・住所、管理者の氏名又
は名称・住所、農場の名称・住所、家畜の種類及び頭羽
数など
　平成 23 年度に報告いただいた方は報告書を送付して
おります。飼養されていて報告書が届ていない方は、下
記までお問い合わせください。
※平成 25 年２月 1日現在の状況を、平成 25 年 3 月８日
までに報告します
【問合せ先】役場産業振興課畜産係 0997-65-1456（直通）

　防災情報や緊急のお知らせを確実に受け取るために、
防災無線の携帯電話メール配信をお
願いします。利用方法は下記の通り
です。①右のQRコードを携帯電話
のバーコードリーダーで読み取りま
す。②画面に表示される手順にした
がうと、登録完了です。

県営コーラル喜界団地空家待ち順位登録について

　「空家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望者の抽
選により登録順位を決め、空家が発生したときに順番に
入居していただく制度です。
　平成 25 年度分の受付は、下記のとおりです。希望さ
れる方は、期間内にお申し込みください。

記
●申込書の配布・受付
　平成 25 年 2 月 1 日（金）から 25 日（月）までの 
　午前 9時から午後 5時
　※土・日・祝日の配布、受付はできません。
●抽選日
　平成 25 年 3 月 7 日（木）
●申込書配布・受付　問い合わせ先
　大島支庁喜界事務所総務係　0997-65-2091
※１　現在、空き家待ちをされている方につきましても、
今回申込みをされないと、これまでの登録は無効になり
ますので、御注意ください。
※２　空家待ち順位登録の受付は今回限りですが、入居
申込みにつきましては随時受け付けております。ただし、
入居順位は、上記申込みによる抽選で決まった方の後に
なります。 
※３　今回の順位登録期間は、平成 25 年 4 月 1 日から
平成 26 年 3 月 31 日までですので、その間に空家がでな
ければ順番は無効になります。１番の方であっても、空
家が発生しなければ入居できませんので、御承知おきく
ださい。期間中に入居できなかった方で、引き続き入居
を希望される方は、次年度に再度申込みしていただくこ
とになります。

Information from prefecture 

喜界事務所からのおしらせ
「県営コーラル団地空家待ち順位登録」

税務課からのおしらせ
［申告はお忘れなく！！］

総務課からのおしらせ
［防災無線の携帯電話メール配信］

保健福祉課からのおしらせ
［重度心身障害者医療費助成事業］

産業振興課からのおしらせ
［山羊・鶏など家畜飼育者の報告義務］
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「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごし
ま県民運動推進会議
２月の取り組み
環境にやさしい食生活
①食材は地元のものを使います
②食べ残しが出ないようにします
③  食材の買い物、調理、後片付けで
省資源・省エネに取り組みます。

　
　喜界町では、鹿児島県からの権限移譲を受け、平成
25 年４月１日から役場住民課窓口において、パスポー
トの申請・交付業務を開始します。

＝本庁舎１階　住民課窓口　
＝月曜日から金曜日（土・日曜日、祝日、振替休

　　　　日、12 月 29 日から 1月 3日を除きます）
＝午前８時 30 分～午後５時 15 分

※県（喜界事務所）の旅券窓口での申請受付は、平成
25 年３月 29 日（金）で終了しますが、それまでに申請
した旅券（パスポート）は、４月以降も県の旅券窓口で
交付します。

●喜界町に住民登録している方
●県外に住民登録しているが、喜界町に居住している方
※喜界町に住民登録をしていても、町外に就労・就学し
ている方は、今までどおり就労・就学地の県の窓口（例：
鹿児島市内にお勤めの方は、かごしま県民交流センター
及び県の出先事務所）で申請することもできます。
詳しくは、かごしま県民交流センターへお問い合わせく
ださい。（電話：099 － 221 － 6611）

　家電４品目は家電リサイクル法により適正に処理する
ことが義務づけられています。使えなくなった家電は不
要品回収業者などに渡さないでください。

有害な資源のほか、オゾン層の破壊や地球温暖化を引き
起こすフロンガスや有害な鉛などを含んでいるため、法
律に基づく適切なリサイクルが必要です。

　Q1　誰に引き渡せばいいの？
　A1　①新品との買い換えの場合
　　新しい家電製品を購入する電気店で引き　
　　取ってもらいましょう。電気店は引き取っ

た廃家電をメーカーに引き渡し、メーカーがきちんとリ
サイクルしてくれます。
②古くなって処分だけしたい場合
　かつてその家電を購入した電器店もしくは町内各電気
店で引き取ってもらいましょう。

　Q2　対象家電以外の家電製品はどうしたら
　　いいの？
　A2　「義務外品」とよばれる家電製品につい
　　ても、町内各電器店で引き取ってもらえ

　　　　　　ますので、ご相談ください。
　Q3　どんな手続きが必要なの？
　A3　引き取ってもらう電器店へ①リサイク
　　ル料金②収集運搬料金を支払います。こ
　　の際、家電リサイクル券が発行されます。

※料金がかかるのは「資源と環境を守って循環型社会を
つくるため」です。リサイクル料金はおおむね下記のと
おりです。（リサイクル料金は製造メーカーによって異
なることがあります。）

　Q4　何故不用品回収業者を利用しちゃいけ
　　ないの？
　A4　「無料で家電を処分してくれる」といっ
　　たような文言でチラシや訪問を活用し回収

しているようですが、ほとんどがきちんと処分されずに
環境汚染につながっています。また、回収後に高額請求
をされた等の苦情も国民生活センターへ寄せられている
ようです。正しい知識でリサイクルを活用し、環境を守
りましょう！！
　ルールを守って不法投棄をなくし、美しい島をいつま
でも！！
　
　　

Information from town 

［いらなくなった家電は
　　　　　　　　「正しく」リサイクル！！］

家電リサイクル法の対象家電はコレ！

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

［4月 1日から、パスポートの
　　　　　申請受付は役場住民課で！！］
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　気象庁では、平成 23 年（２０１１年）東北地方太
平洋沖地震による津波被害の甚大さに鑑み、津波警報
等の改善に向けた検討を行い、平成 25 年３月７日 12
時より新しい発表基準や情報文による津波警報等の
運用を開始します。気象庁ＵＲＬ　http://www.jma.
go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html

平成 25 年 3 月 7 日から
津波情報が変わります

　志戸桶集落 の伊牟田さん宅で満開を迎えたアマミホウ
サイ。ラン科の一種で奄美特有の野生種。近年は園芸用
としても用いられています。伊牟田さん宅には数百のア
マミホウサイの花が咲き乱れ、近づくと芳醇な甘い香り
がしました。
　ランの花言葉は、美人、優雅な女性、変わりやすい愛情。

乾　晴一くん（１歳・湾）乾　晴一くん（１歳・湾）
父　義朗さん　母　八十枝さん父　義朗さん　母　八十枝さん

永井　雛花さん（11歳）（右）（中熊）永井　雛花さん（11歳）（右）（中熊）
　　　伸之亮くん(9歳）（左）　　　伸之亮くん(9歳）（左）
　　　芹奈さん（6歳）（中）　　　芹奈さん（6歳）（中）
　　　慶亮くん（4ヶ月）（右前）　　　慶亮くん（4ヶ月）（右前）

父　昭一さん　母　朋子さん父　昭一さん　母　朋子さん

～アマミホウサイ～～アマミホウサイ～
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世帯数   ・・・・ 3,531戸 （△８）

人 口   ・・・・ 7,770人 （△12）
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16
歳
で
海
軍
に
入
隊
し
、
長
崎
県
佐
世
保
市
に
勤
務
し
た

秀
巳
さ
ん
。海
軍
勤
務
の
苦
労
話
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

退
任
後
は
、
町
議
と
し
て
8
期
32
年
、
町
行
政
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
今
の
楽
し
み
は
電
動
車
い
す
で
出
か
け
、
牧
場
で

牛
を
見
た
り
、
友
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
。
長
寿
の
秘
訣
は

リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
心
が
け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

納付をお忘れなく！（２月）
【税】固定資産税４期　２／28まで

【使用料】２月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料　２／28まで

　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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（平成25年２月21日～３月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。毎
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